
■
ミ
ズ
ナ
の
特
徴

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
野
菜
の
う
ち
、
カ
ブ
類
と

ハ
ク
サ
イ
以
外
で
、
漬
物
や
お
浸
し
な
ど
に

利
用
す
る
非
結
球
葉
菜
を
ツ
ケ
ナ
（
漬
け
菜
）

と
呼
び
ま
す
。
ツ
ケ
ナ
類
は
、
原
産
地
の
地

中
海
沿
岸
地
域
で
は
あ
ま
り
葉
菜
と
し
て
発

達
せ
ず
、
む
し
ろ
中
国
に
渡
っ
て
か
ら
栽
培

化
が
進
み
、
品
種
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

ミ
ズ
ナ
（
水
菜
）
も
ツ
ケ
ナ
の
一
種
で
、

分
枝
性
が
強
く
葉
先
が
尖
り
、
葉
に
深
い
切

れ
込
み
の
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
生
育
適
温

は
１５
〜
２５
℃
と
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
秋
〜

冬
が
ミ
ズ
ナ
の
適
期
に
な
り
ま
す
。
高
温
下

の
栽
培
で
は
徒
長
ぎ
み
に
な
る
の
で
、
株
間

に
注
意
し
ま
す
。
生
長
す
る
と
４
〜
５
㎏
の

大
株
に
な
り
、
香
り
と
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
歯

ご
た
え
が
あ
っ
て
、
漬
物
や
鍋
物
に
ピ
ッ
タ

リ
で
す
。

別
名
を
キ
ョ
ウ
ナ
（
京
菜
）
と
も
い
い
、

文
字
通
り
京
都
で
栽
培
さ
れ
て
き
た
ツ
ケ
ナ

で
す
。
肉
の
臭
み
を
消
す

効
果
が
あ
り
、
鴨
、
鯨
、

カ
キ
な
ど
と
一
緒
に
煮
込

む
「
ハ
リ
ハ
リ
鍋
」
も
有

名
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ

ム
お
よ
び
鉄
分
を
豊
富
に

含
む
健
康
野
菜
で
、
最
近

で
は
「
ミ
ズ
ナ
サ
ラ
ダ
」

の
人
気
が
急
上
昇
し
、
生

食
の
サ
ラ
ダ
用
に
周
年
で

小
株
ど
り
栽
培
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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恵泉女学園大学　園芸文化研究所助教授

藤田
ふじ た

智
さとし

ミ
ズ
ナ

そ
の
10

京都で長らく栽培されてきた伝統野菜で、栄養価が高く、
サラダとしても近年人気を集めているミズナ。

■
主
な
品
種

小
株
ど
り
、
大
株
ど
り
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し

た
品
種
が
あ
る
の
で
、
目
的
に
応
じ
て
使
い

分
け
ま
す
。
ま
た
、
変
異
種
と
し
て
ミ
ブ
ナ

（
壬
生
菜
）
が
あ
り
ま
す
。

お す す め ミ ズ ナ あ れ こ れ

お す す め ミ ブ ナ あ れ こ れ

株張りと株揃いがよく、生育
旺盛なので周年栽培にも向く。
食感がよくアクも少ないため、
サラダなど料理の用途が広い
のが特長。

低温伸長性に優れているので、
秋～春どりに適する。葉軸が
純白で、葉とのバランスやコ
ントラストの美しさが特長。

小株どりに向く品種

分けつ力旺盛で、１株から数
百本の葉軸が発生し、4kgま
で太る品種。冬につくる朝漬
けや鍋物は、風味豊かで美味。

大株どりに向く品種
‘京みぞれ’ ‘中生白茎千筋京水菜’

耐寒性・分枝性が強く、栽培
しやすい品種。日数をおけば
6kgくらいの大株になる。

京都の壬生地域で作られるミブナ（壬生菜）は、ミズナの変
異種で、葉のギザギザがなくなったツケナ。代表的な京漬物
の「みぶな漬け」にぴったり。

‘晩生白茎千筋京水菜’

みぶな漬けに最適な、小～中
株から大株どりまでできる高
品質品種。

‘京錦壬生菜’

晩抽性の黒葉
種。やわらか
く風味があり、
煮炊きや一夜
漬けに最適。

‘丸葉壬生菜’

‘京しぐれ’

ミズナ（水菜）とキョウナ（京菜）
もともと、肥料を使わずに水と土だけで育て

ていたので、京都の人は「水菜（ミズナ）」と呼

んでいます。しかし、京都で育てていたツケナ

ということで、京都以外に住む人は「京菜（キ

ョウナ）」と呼ぶ場合が多いようです。ですから、

ミズナもキョウナも実は同じものなのです。

藤
田
智

直
伝
 

基
本
の
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ホ
ン
 

家
庭
菜
園
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京野菜の１つであるミズナは、

鍋物や漬物用途に加え、

最近ではサラダ需要が増して

人気もうなぎのぼりの野菜です。

小株どりにして１年中サラダを楽しむか、

寒い季節に大株どりして鍋で温まるか、

お好みで栽培してみましょう。



家庭菜園基本のキホン ！ 

●プロフィール

恵泉女学園大学園芸文化研究所助教授。専門は
野菜園芸学、植物育種学、農業教育学。「NHK
趣味の園芸」講師、雑誌「やさい畑」連載のほ
か、ラジオなどでも野菜作りの魅力を伝えてい
る。主な著書に「別冊NHK趣味の園芸・わが
家の片隅でおいしい野菜を作る」（NHK出版）な
ど多数。

藤田　智
（ふじた さとし）
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Ｂ
大
株
ど
り
（
秋
冬
ど
り
）

１
土
づ
く
り

畝
幅
６０
㎝
と
し
、
元
肥
は
小
株
ど
り
に
準

じ
ま
す
。

2
タ
ネ
ま
き

9
月
中
下
旬
ご
ろ
が
適
期
で
す
。
点
ま
き

に
し
ま
す
（
第
6
図
）。

3
間
引
き
・
追
肥
・
土
寄
せ

双
葉
が
展
開
し
、
本
葉
が
見
え
始
め
た
ら

１
回
目
の
間
引
き
を
行
い
、
3
本
立
ち
に
し

ま
す
（
第
7
図
）。
本
葉
2
〜
3
枚
で
2
本
立

ち
に
し
、追
肥
し
て
軽
く
土
寄
せ
し
ま
す（
第

8
図
）。さ
ら
に
、
本
葉
5
〜
6
枚
の
こ
ろ
１

本
に
し
、
追
肥
し
て
土
寄
せ
し
ま
す
（
第
9

図
）。

草
丈
が
１５
㎝
に
な
っ
た
ら
3
回
目
の

追
肥
・
土
寄
せ
を
行
い
、
生
育
を
促
進
し
ま

す
（
第
１０
図
）。

4
病
害
虫

病
害
虫
は
小
株
ど
り
に
準
じ
ま
す
。

5
収
穫

株
重
が
5
0
0
ｇ
程
度
の
中
株
か
ら
、
順

次
収
穫
で
き
ま
す
。
大
株
に
す
る
場
合
は
１２

月
〜
１
月
ま
で
育
て
る
と
、
株
が
張
り
4
〜

6
㎏
に
生
長
し
ま
す
（
第
１１
図
）。

第11図 収 穫

〈中株どり〉
500ｇ

〈大株どり〉
4～6㎏

最近、京野菜の人気が高くなっており、ス

ーパーや八百屋さんの店先に、京都の代表的

な野菜が並んでいるのを見かけます。まん丸

い‘賀茂ナス’、 シシトウの仲間の‘伏見ト

ウガラシ’‘万願寺トウガラシ’、ほかに‘鹿

ヶ谷カボチャ’‘桂ウリ’‘九条ネギ’‘聖護院

ダイコン’‘聖護院カブ’‘スグキ菜’‘えびい

も’などおなじみのものばかりです。地方品

種の消失が問題となっている今、その隆盛は

見事です。

しかし、その陰には、復活に向けた農家や

販売店、種苗会社、農業試験場の研究員の努

力と情熱がありました。そして、何より京都

の消費者が、誰よ

りも地元の野菜を

大事に利用してい

ることが大きな要

因だったのです。

読者の皆さんに

も、子どものころ

に食べたふるさと

の野菜の、懐かし

い味があることで

しょう。

人気の京野菜

ナス田楽にするとたまらな
くおいしい‘賀茂ナス’など、
京野菜は、それぞれ独自の
発展を遂げている。

第6図 タネまき（大株どり）

1カ所7～8粒

第8図 間引き・土寄せ（2回目）・追肥（1回目）

●間引き（2回目）1

本葉2～3枚で
2本立ちに。

第9図 間引き・土寄せ（3回目）・追肥（2回目）

●間引き（3回目）1

本葉5～6枚で
1本立ちに。

●追肥（1回目）・
土寄せ（2回目）

2

株間に追肥
を施し、そ
の後軽く土
寄せする。

●追肥（2回目）・
土寄せ（3回目）

2

株間に追肥を施
し、その後土寄
せする。

タネまき7日後、
本葉が見え始めた
ら3本立ちにする。

発芽～本葉1～2
枚で3本立ちに。

第7図 間引き・土寄せ（１回目）

草丈が15㎝になったら3回目の
追肥を行い、生育を促進する。

第10図 追肥（3回目）・土寄せ（4回目）

間引く株
①生育の悪いもの
②病虫害を受けて
いるもの

3本立ち

大きいもの
を残す。

手で根元に
軽く土寄せ
する。

土寄せする。

化成肥料
１㎡当たり３０g

化成肥料
１㎡当たり３０g

化成肥料
１㎡当たり３０g
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2
タ
ネ
ま
き

第
2
図
を
参
照
し
、
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。

3
間
引
き
・
追
肥
・
土
寄
せ

タ
ネ
ま
き
後
、
3
〜
4
日
で
発
芽
し
て
き

ま
す
。
双
葉
が
展
開
し
、
本
葉
が
見
え
始
め

た
ら
間
引
き
ま
す
（
第
3
図
）。

ミ
ズ
ナ
は

春
作
と
秋
作
な
ら
、
株
間
3
〜
4
㎝
で
も
十

分
育
ち
ま
す
。
た
だ
し
、
夏
の
高
温
期
は
徒

長
ぎ
み
に
な
る
の
で
、
本
葉
3
〜
4
枚
の
こ

ろ
、
さ
ら
に
も
う
一
度
5
〜
6
㎝
間
隔
に
間

引
き
、
１
株
１
株
を
大
き
く
育
て
ま
す
。
追

肥
は
、
中
耕
と
土
寄
せ
を
兼
ね
て
、
草
丈
8

〜
１０
㎝
の
こ
ろ
に
行
い
ま
す
（
第
4
図
）。

4
病
害
虫

ア
ブ
ラ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
な
ど
が
主
要
な
害

虫
で
、
高
温
期
に
は
多
発
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト
液
剤
１
0
0
0

倍
液
な
ど
を
散
布
し
、
コ
ナ
ガ
は
ス
ピ
ノ
エ

ー
ス
顆
粒
水
和
剤
な
ど
で
対
処
し
ま
す
。
た

だ
し
、
無
農
薬
で
育
て
た
い
場
合
は
、
タ
ネ

ま
き
後
に
寒
冷
紗

か
ん
れ
い
し
ゃ

な
ど
で
被
覆
し
て
栽
培
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

5
低
温
期
・
寒
冷
期
の
保
温

低
温
期
に
保
温
を
図
り
、
寒
冷
期
の
霜
や

寒
風
に
よ
る
凍
害
、
葉
の
傷
み
な
ど
を
防
ぐ

目
的
で
、
ベ
タ
が
け
資
材
を
利
用
し
ま
す
。

資
材
に
は
テ
ク
テ
ク
な
ど
の
不
織
布
、
寒
冷

紗
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

6
収
穫

草
丈
が
２５
〜
３０
㎝
に
な
っ
た
ら
、
順
次
収

穫
し
ま
す
（
第
5
図
）。

春
ま
き
お
よ
び
秋

ま
き
で
タ
ネ
ま
き
後
３０
〜
４０
日
、
夏
ま
き
な

ら
２５
〜
３０
日
程
度
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

家庭菜園基本のキホン ！ 

第１図 土づくり
■
栽
培
方
法

Ａ
小
株
ど
り

１
土
づ
く
り

小
株
ど
り
で
は
、
3
月
下
旬
〜
１０
月
中
旬

ご
ろ
ま
で
な
ら
、
い
つ
で
も
タ
ネ
ま
き
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
夏
の
栽
培
で
は
病
虫
害

が
多
く
な
る
の
で
気
を
つ
け
ま
す
。
根
こ
ぶ

病
予
防
の
た
め
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
連
作
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

●石灰散布1

よく耕す。

●元肥の投入2 ●畝
うね

作り3

全面散布

全面散布

苦土石灰
１㎡当たり１００～１５０g

畝幅60～70㎝の畝を作る。
元肥（1㎡当たり）

堆肥
たい ひ

2㎏
化成肥料　100ｇ

ていねい
に耕す。 表面をレーキなど

で平らにならす。

第2図 タネまき（小株どり）

条間20～30㎝のまき溝を作り、2条の条
すじ

まきにする（1条でも可）。
タネを1㎝間隔にまいて、1㎝くらい覆
土し、たっぷり水やりする。

第3図 間引き

●発芽1

タネまき後、3～4日
で発芽する。

第4図 追肥・土寄せ

1タネまき後17日目ごろ、草
丈8～10㎝の時、中耕と土
寄せを兼ねて行う。

●間引き・土寄せ2

タネまき後7日目、本葉が
見え始めたころ、3～4㎝
間隔に間引く。

間引き後、株元に
軽く土寄せする。

化成肥料
１㎡当たり３０g

第5図 収 穫

草丈25～30㎝で収穫する。

追肥後、軽く
土寄せする。


